
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1 日（月）振替休日 

2 日（火）先手あいさつ運動   

4 日（木）朝会（遊び集会） 

尿検査② 

8 日（月）歯科検診  

職員会議     

11 日（木）読み聞かせ 

      クラブ①       

12 日（金）遠足              

18 日（木）読み聞かせ 

 19 日（金）心臓検診 

 24 日（水）・２５（木） 

      修学旅行 

 30 日（火）尿検査③ 

 

２６日（月）運動会合同練習 

２８日（水）運動会総練習  

３１日（土）上美生小中合同運動会 

学校教育目標 

○よく学びよく考える子ども（知）⇒自主・創造   ○なかよくし助け合う子ども（徳）⇒友愛・協力 

○進んで取り組みやりぬく子ども（体）⇒主体・根気 ○いつも明るく元気な子ども（情）⇒明朗・快活 

に いまだに朝晩などは寒暖の差が感じられますが、今月中旬頃から一気に季節

が進み、例年にない早さでグラウンドの雪がなくなりました。このまま桜の開花を

迎え、着実に春の深まりを感じる季節です。令和６年４月９日（火）、本校では３

名の新１年生と１名の山村留学生を迎え入れ、２７名の児童、１０名の教職員で令

和６年度の教育活動がスタートしました。それぞれのお子様のご入学・ご進級、誠

におめでとうございます。心よりお祝い申し上げます。 

 今年度新たに２名の教職員を迎えた着任式、そして２～６年生の始業式は、新た

な希望や決意、新しい生活が始まる緊張感など、新年度を迎えて新鮮な気持ちを胸

にした児童の表情から、大いなる意欲が感じられました。また、入学式での新１年

生は、背筋を伸ばして一生懸命話を聞こうとするなど、それぞれ立派な態度で参加

しようとがんばっていました。一人ひとりの胸の内には、「小学校で（今年度）は、

こんなことをしてみたい」などの思いがいっぱいに膨らんでいたことと思います。

ご家庭でも、お子様の気持ちを十分に受け止めていただくとともに、自信をもたせ

る声かけをしていただき、温かい支援のご協力をお願いいたします。 

 始業してからこれまでの間、各学年において、丁寧に時間をかけながらそれぞれ

の学年や学級に見合った「システムづくり」「ルールづくり」「目標づくり」などが

おこなわれてきています。今後さらに学校生活が進む中で、課題を解決したり、よ

りよくするためにどうしたらよいかを自ら考えたり、協力したりしながら成長・前

進していきます。 

 今年度、スタートから感染症等の心配をそれほどしないですんでいるのは、ひと

えにご家庭の皆様のご協力に他なりません。コロナ渦だからこそ合理化して成果

を挙げたことを生かしつつ、徐々に従来の形に戻したり、新しく創造したりする

「上美生の新たなスタンダード」を創り上げる大事な一年になると見込んでいま

す。その一端を先日の参観日の折に見ていただきました。いろいろとお忙しい中で

のご来校、本当にありがとうございました。今後も様々な場面で子どもたちの様子
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今年も、5・６年生がアイデ

アを提案し、全校での“プロジ

ェクト”で創りあげた競技種目 

を運動会で行います。 

運動会前に白樺学園陸上部

に走り方教室をしてもらいま

した。膝を高く上げることは、

はやく走ることにつながるな

ど、いろいろなポイントを教え

ていただきました。 

明日は運動会本番です。みん

なで力を合わせてがんばりま

す。 

 

運動会に向けて 

芽室町立上美生小学校 
校 長  三寺 康裕 小学校ＨＰのＱＲコードです 

  

 

 

５月２３日（土）の午前中に行

いました。小学校駐車場で集合し、

廣江環境部長に当日の作業内容を

確認して頂き、マルチがけ、グラ

ウンドの草や枝の廃棄作業を実施

いたしました。グラウンドはほが

まを使って作業をしていただき、

運動会前に学校のまわりがとても

きれいになりました。土曜日にも

かかわらず、PTA環境部の皆様を

はじめ多くの PTA の方々にご協

力をいただき、ありがとうござい

ました。 

 

PTA環境整備作業 

５月に入り、爽やかな風とともに、ここ上美生にも待望の春が訪れました。連休前に花を開かせた桜の

木々は、今では美しい青葉へと姿を変え、生命力あふれる新緑の季節の到来を告げています。新学期がスタ

ートして２ヶ月ほどが経ち、最初は緊張した表情を見せていた 1年生も、今ではすっかり学校生活に馴染ん

できました。全校児童それぞれが落ち着いた態度で日々の学習や生活に臨み、毎日の学校生活を通して、発

達段階に応じた多様な経験を積み重ねながら、一歩一歩確実な成長の歩みを進めています。 

子どもたちにとって、日々の具体的な体験は心と体を大きく育てる大切な成長の源です。誰しも未体験の

ことをいきなり一人で実行しなくてはならない時、見通しが立たない不安が生じるものです。それは、自分

にとってどのような不具合やリスクが起こるか予想がつかないためです。しかし、周囲に支えられながら一

度でもそれを体験し、乗り越えることができれば、子どもたちの世界は一気に広がります。次に同じような

境遇に出会ったとき、「次はどのようにすればもっと上手くいくだろうか」と自ら改善を始め、リスクを回避

する方法を学び、さらにはその状況を楽しむ方法さえも考え出します。この実践こそが本当の意味での「学

習」であり、生きる力につながる知恵と言えます。 

体験を通して学ぶことの最大の価値は、児童が五感をフルに活用し、直接いろいろな自然や人、社会とい

う対象とかかわることにあります。教科書の上だけでは得られない生きた知識や技能、いわゆる「知」を自

らのものとして獲得していくのです。学校は、児童が効果的に「知」を構築できるよう、①自ら目標を見い

出す、②方法を計画する、③実際に試みる、④結果を検証する、という一連のサイクルを重視しています。

この過程で子どもたちは試行錯誤を重ね、小さな失敗と成功を繰り返しながら、たくましく成長していきま

す。 

また、学校という集団の中での体験や協働は、子どもたちに「他者への配慮」「人間関係の構築」「主体的

な意思決定」「安全性への態度」「社会性」「挑戦や向上心」という、社会を生きる上で大切な「６つの力」を

育みます。学校はこれらの観点をあらゆる活動の軸に据え、児童の気づきや考えを促し、自己決定のもとに

行動できる児童の育成に努めてまいります。 

いよいよ５月３０日（土）には、子どもたちが心待ちにしている「合同運動会」が開催されます。これま

で日々の練習の中で、子どもたちが仲間とともに試行錯誤し、助け合いながら築き上げてきた学びと成長の

証を、精一杯発揮してもらえるような最高の環境を整えてまいります。当日は、子どもたちの輝く姿に、温

かいご声援をどうぞよろしくお願いいたします。 

 
 

 

 
体験と協働が育む「生きた知恵」～合同運動会に向けて～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                  

                                                                    

 

                                           

                                      

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月１２日（火）に今年度初めての取組「白樺学園による

陸上教室」が、ありました。運動会前に走り方のコツを教わ

りました。高校生のかっこよい走りを見せてもらい子ども

たちは憧れのまなざしでした。とてもよい経験ができまし

た。 

毎週木曜日の朝１５分の間

読み聞かせをしていただいて

います。学校支援ボランティ

アの吉野さん、五十嵐さん、

木村さんありがとうございま

す。子どもたちは夢中で本を

楽しんでいました。今後も読

書する習慣や豊かな心を育む

ためにみなさんのお力をお借

りします。お願いします。 

４月３０日に児童会総会を行いまし

た。新しい児童会３役が進行し、今年度

の取組を話し合いました。児童会活動を

通じてよりよい学校生活を送ることが

できるように工夫して取り組んでくれ

ることでしょう。期待しています! 


